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海外研究員招へい制度その1

海外との研究交流活動はいまさら言うまでもたく

年々大変活発に進められて来ています.研究者の人的

交流においても我が国の研究者が在外研究や国際研

究集会などのために渡航する機会は増加していますし

そのための各種制度も少し大袈裟に言えばその全貌

を的確に掴んでおく事が困難たほど多岐に亘って設け

られています.これに比らべて外国の(特に先進国

の)研究者を日本に招く制度は極めて少なかったのがこ

れまでの現状でした.貿易不均衡が欠きた国際間題に

なっていますが対先進国研究者交流の面でも同様た

事態が続いていた訳です.こうした背景への反省もあ

ってか近年に放って海外研究員招へいの道を招こう

とする試みカミ僅かずつたがら実現の方向へ進み始めま

した.ところが肝心の日本側研究員の間では招へ

いの制度に対する理解が必ずしも十分でなく折角の機

会を空しくしてしまう例も少たくたいようです.招へ

い制度の種類によって本院の募集元に研究業務課と国

際研究協力課の2系統カミあり当所の応募窓口も企画室

と海外室との2本立であるたど事務手続上の問題もあ

りますカミこの方は窓口同志での調整を止ることとして

ここでは招へい制度の概要と応募に際しての要点につ

いて紹介しておくことにします.

きたいことは次の3点です.

①招へい期間は1人最高3ヵ月.

②期問中の滞在費は支給するが往復旅費の支給はたい

⑧申請に際し被招へい者の署名入り応募書式が必要

本件の一次募集が研究所へ来るのは例年1月中旬頃

で申込締切は2月!5目前後です.申込時には先の⑧

の添付が不可欠ですから招へいを予定する研究員との

問ではできるだけ早い時期から①②などの条件を連

絡L希望調査の以前に⑧を含む申請書式を整えておく

ぐらいの準備が望ましいことになります.

各試験研究所からの希望を本院で調整し次年度の招

へい予定者を3月初旬に選定の上内定者は各研究所に

通知されます.内定者についての正式書式が整ったと

ころで新年度の招へい老名簿が3月末日までに確定す

る運びにたります.

因みに昭和61年度には10試験研究所に対し17名の研

究員カミ招へいされました.当所においては服部地質

部長の責任招へいによりロソドソ大学からハｰバｰ博

士カミ来所し約1ヵ月半｢アクレｰショソテクトニッ

クスからみた日本列島の骨組み｣のテｰマで精力的た

研究交流を行いました.また折から開講中の沿海コｰ

ス集団研修で特別講義をして頂き途上国からの研修員

べこの上ない刺激を与えてくれまLた.写真はその時

のスナップです.(遠藤)

工業技術院海外研究員招へい制度

通称r技術立国プラザ｣と呼ばれ海外研究老の招へ

い制度の不足を改善し海外の優れた研究者と工技院の

研究者間の交流により試験研究所が行う先端技術開発の

効率的かつ飛躍的た推進を図ることを目的に昭和59年

4月に制定されました.

招へい対象はr工技院試験研究所で進行中の先端技

術に関する研究分野において試験研究に従事しかつ

高度の専門的知識を有する老｣とたっています.

以下本制度の実施要領には手続等の詳細カミ述べられ

ていますが招へいを計画するに際して知っておいて頂
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これから開催される地学関係の主な国際会議
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詳細は左記へ問合せ

海外からのクリスマスカｰド

海外から当所に寄せられた今季のクリスマスカｰドの

中で公式とみたせる分は約100通に達しました.

いずれも大変に魅力的で甲乙つけがたいカｰドぽかりで

したがその中から下の2枚を紹介しておきましょう.

左はITITやJICAによる協力ですっかりお馴染みに

たったトルコMTAからのものでピラミッドを連想さ

せる結晶(蛍石P)をバックにマンガナイトの柱状結晶

の集合体を配した構図は単なる鉱物標本の写真とは一

味違っています.右のイラストは“サンタの洞穴"の

壁を地質ヤがハンマｰで叩いているところです.サン

タが洞穴に住んで居るかどうかはともかく石のあると

ころ地質ヤありのネイモウさと迷惑そうだサンタの表清

との対照がユｰモラスです.英国地質調査所からのカ

ｰドです.

(河村･遠藤)
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